
 

実習生の方へ 

ワクチン接種と感染症検査報告書提出について 

 

三栄会（ツカザキ病院・三栄会広畑病院）では、患者ならびに実習生への感染伝播を防止するため

に、実習前にワクチン接種をお願いしています。つきましては、次項の「三栄会 実習前ワクチン接

種（抗体価測定）判断フロー」に沿って、必要に応じてワクチン接種または抗体価検査を受けて下さ

い。その上で、別紙「三栄会 実習生ワクチン接種および感染症状況報告書」に必要事項記載の上、

実習開始 3 週間前までに実習部門の責任者まで提出頂きますようお願いいたします。 

 

対象 

ツカザキ病院・三栄会広畑病院で 1 週間以上実習をされる方 

 

報告書提出期日 

実習開始 3 週間前まで 

 

報告書 

ツカザキ病院 HP→採用情報→実習生の受け入れについて→三栄会 実習生ワクチン接種及び感染症検

査報告書 

 

注意 

＜共通＞ 

・書類に含まれる個人情報は感染症の流行防止以外の目的には使用いたしません。 

・抗体価データ、接種証明書、母子手帳のコピー等の提出は不要です。 

＜流行性感染症（麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎＞ 

 ・ワクチン接種または抗体価測定が必須です。 

・罹患歴の有無は判断指標としていないことについてご注意ください。 

 ・ワクチン接種歴は母子手帳や接種記録証明などをもとに記載してください。 

・いずれも生ワクチンであり、免疫機能に異常のある方、免疫抑制をきたす治療を受けている方、 

妊娠していることが明らかな方は接種出来ませんのでご注意ください。 

・ワクチン接種ができない事由がある場合は、その旨をその所定の欄に記載して下さい。 

＜B 型肝炎＞ 

 ・必須ではありませんが、血液曝露の可能性がある職種・部門についてはワクチンを接種しておく 

ことを推奨します。 

＜インフルエンザ＞ 

・必須ではありませんが、シーズン中（10 月～3 月）はワクチンを接種しておくことを推奨します。 

担当者 

社会医療法人三栄会ツカザキ病院 感染制御室 

社会医療法人三栄会広畑病院 感染制御室 



 

流行性感染症（麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎）

麻疹

判定① 判定② 判定③

EIA法(IgG)2.0～15.9または

PA法1:16～1:128または中和法1:4

EIA法(IgG)2.0未満または

PA法1:16未満または中和法1:4未満

それぞれの感染症について、1歳以降に接種したワクチンの回数が

判定③

である

ワクチンを

2回接種する

EIA法(IgG)16.0以上または

PA法1:256以上または中和法1:8以上

判定①

である

2回以上 0回

または または

インフルエンザ

判定③

である

ワクチンを

2回接種する

抗体価を

測定する

判定②

である

ワクチンを

1回接種する

EIA法(IgG)4.0以上または

IAHA法1:4以上または中和法1:4以上

風疹

水痘

EIA法(IgG)8.0以上またはHI法1:32以上 EIA法(IgG)2.0～7.9またはHI法1:8～1:16

ワクチンを1クール（3回）接種する

1クール接種終了した4～8週後に

HBs抗体価を測定する

HBs抗体価が10IU/ml以上であることを確認する
※10IU/mlを一度でも超えれば、以降は低下したとしても免疫獲得した

　ことになります

接種する場合

EIA法(IgG)2.0未満またはHI法1:8未満

ワクチンを

1回接種する

ワクチンを

1回接種する

実習可

1回

ワクチン接種の有無に関わらず実習可

安全確保のため、シーズン中（10月～3月）は接種しておくことを推奨する

三栄会　実習前ワクチン接種（抗体価測定）判断フロー

判定表

B型肝炎

ワクチン接種の有無に関わらず実習可

安全確保のため、血液曝露する可能性の高い部門の場合は、接種しておくことを推奨する

EIA法(IgG)2.0～3.9または

IAHA法1:2または中和法1:2

EIA法(IgG)2.0未満または

IAHA法1:2未満または中和法1:2未満

EIA法(IgG)4.0以上 EIA法(IgG)2.0～3.9 EIA法(IgG)2.0未満流行性耳下腺炎

抗体価を

測定する

判定①

である

判定②

である


